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第３号様式 

令和４年度第３５回船橋市地域リハビリテーション協議会 会議録 

（令和５年５月８日作成） 

 

１ 開催日時 

令和５年３月２３日（木）午後６時３０分から午後８時１０分まで 

  

２ 開催場所 

市役所本庁舎 9階 第1会議室 

 

３ 出席者 

(1) 委員   藤平委員、馬場委員、草木委員、古城委員、高橋委員、長明委員 

石神委員、半沢委員、水間委員、石原委員、土屋委員、髙橋委員 

(2) 事務局   健康政策課長、健康政策課長補佐、医療施設係 

(3) その他  船橋市リハビリセンター 副センター長 

健康づくり課長、体制構築推進班、地域包括ケア推進課長 

地域包括ケア推進課長補佐、地域包括支援係 

 

４ 欠席者 

    松岡委員、畔上委員、大竹委員 

  

５ 議題及び公開・非公開の別並びに非公開の場合にあっては、その理由 

＜議題＞ 

１．船橋市地域リハビリテーション拠点事業について 

２．本市の一般介護予防事業について 

３．自立支援型介護予防ケアマネジメント事業について 

４．船橋在宅医療ひまわりネットワーク 地域リハ推進委員会の活動について                               

５．船橋市における地域リハビリテーションの課題について  

 

＜公開・非公開の別＞ 

公開 

 

６ 傍聴者数（全部を非公開で行う会議の場合を除く。） 

 なし 

 

７ 協議事項 

 議題について関係機関より報告を行った。その他、各団体より船橋市における地域
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リハビリテーションの課題について報告を行い、それに対する意見交換を行った。 

 

８ 議事 

 別添のとおり 

 

９ 資料・特記事項 

 別添のとおり 

 

１０ 問い合わせ先 

船橋市健康政策課 医療施設係（047-409-0415） 



＜別紙＞ 

 

第３５回船橋市地域リハビリテーション協議会 議事録 

 

□事務局長 

 定刻を少し過ぎましたが、ただ今より第 35 回船橋市地域リハビリテーション協議

会を開催いたします。お忙しい中、そしてお足元の悪い中、お集りいただきまして、

ありがとうございます。 

 なお、本日の出欠でございますが、松岡委員・畔上委員・大竹委員から、所用のた

め欠席するとのご連絡がありましたので、ご報告いたします。また、長明委員および

石神委員から、少々遅れるとの連絡が入っておりますので、ご報告いたします。 

 会議に先立ちまして、昨年度の協議会は書面会議で開催をさせていただきましたの

で、委員の皆様の対面でのご紹介ができておりませんでした。ここで事務局から委員

の皆様をご紹介させていただきます。 

まず、本協議会の会長を務めていただいております、船橋市立リハビリテーション病

院指定管理者の医療法人社団輝生会理事長の 水間正澄様 でございます。 

公益社団法人船橋歯科医師会より 藤平崇志様 でございます。 

一般社団法人船橋薬剤師会より 馬場勲 様 でございます。 

千葉県理学療法士会より  草木雄二様 でございます。 

千葉県作業療法士会より 古城哲也様 でございます。 

船橋市介護支援専門員協議会より 高橋千賀様 でございます。 

船橋市ソーシャルワーカー連絡協議会より半沢美由紀様 でございます。 

船橋市リハビリセンター指定管理者である医療法人社団 輝生会より推薦していた

だいた 石原茂樹様 でございます。 

船橋市健康福祉局健康・高齢部長の土屋仁志でございます。 

船橋市保健所理事の 髙橋日出男でございます。 

そして、先ほどお伝えしました通り、本日は所用にて欠席されておりますが、一般

社団法人船橋市医師会の松岡かおり様、千葉県在宅サービス事業者協議会の畔上加代

子様、船橋市健康福祉局長の大竹陽一郎が就任されていらっしゃいます。また、出席

いただく予定の委員の方をご紹介させていただきます。船橋市老人福祉施設協議会の

石神敏明様、船橋市介護老人保健施設協会の長明達也様 でございます。 

また、議事のご説明のため、出席していただいている方を紹介いたします。 

 船橋市リハビリセンター指定管理者である医療法人社団 輝生会より 江尻和貴

様です。 

 健康づくり課より渡邊課長でございます。 

 地域包括ケア推進課より斎藤課長でございます。 

最後に、私は、本協議会の事務局長を務めております 健康政策課課長 林 でござい
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ます。よろしくお願いいたします。 

続きまして、資料の確認をお願いします。まず、事前に送付させていただいたファ

イルには、資料１から資料１２までございます。 

また、本日配付した資料として、議事２ 健康づくり課の追加資料として『健康ス

ケールの各年度の平均値』、および『席次表』となっております。 

本日、資料をお持ちでない方や、資料が不足している場合には、事務局に申しつけく

ださい。 

それでは、この後の議事の進行につきまして、水間会長にお願いします。 

 水間会長、よろしくお願いします。 

 

◆水間会長 

 それでははじめに、協議会の公開に関する事項についてお諮りいたします。事務局

より、説明をお願いします。 

 

□事務局長 

それでは、本日の会議の公開、非公開について、説明させていただきます。 

本市においては、「船橋市情報公開条例」及び「船橋市附属機関等の会議の公開実施要

綱」に基づきまして、「個人情報がある場合」または、「公にすることにより、率直な

意見の交換若しくは意思決定の中立性が不当に損なわれるおそれがある場合」などを

除き、原則として公開することになっております。議事録については、発言者、発言

内容も含め、全てホームページ等で公開されることになります。 

また、本日の会議につきましては、傍聴人の定員を５名とし、事前に市のホームペー

ジにおいて、開催することを公表しておりました。しかしながら、本日は、傍聴希望

者はおりませんでした。以上でございます。 

 

◆水間会長 

協議会の公開事由の審議を行います。当協議会は、個人情報等がある場合を除き、

原則として公開することになっております。また、議事録については、発言者、発言

内容も含め、全てホームページ等で公開されます。 

本日の議事の中で個人情報等はありませんので、公開として差し支えないものと考え

ます。皆様いかがでしょうか。 

 

◇委員 

 異議なし 
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◆水間会長 

 異議なしとのことですので、本日の協議会は、公開といたします。また本日は、傍

聴者はいないということですので、会議を続けたいと思います。 

 それでは、議事に入る前に、事務局より船橋市地域リハビリテーション協議会設置

要綱の改正について説明をお願いします。 

 

□事務局 

船橋市地域リハビリテーション協議会設置要綱の改正について、資料１１をご覧く

ださい。 

 今回改正しましたのは、第１条の協議会の設置目的になります。本要綱が施行され、

地域リハビリテーション協議会が設立された平成１９年度当初におきましては、急性

期病院から回復期、維持期への連携体制が大きな課題であったところですが、現在は

地域リハビリテーションに求められる要素が、病気や怪我等の発症により急性期病院

に入院する人だけでなく、多様な障がいをもつ人への支援、あらゆる人々の介護予防

等の取り組みなどへの支援などに変化してきたことから、設置目的をこのようなかた

ちで改正いたしましたので、ご報告申し上げます。 

 

◆水間会長 

ありがとうございます。それでは、議事に入ります。 

議事の１「船橋市地域リハビリテーション拠点事業について」です。船橋市リハ

ビリセンターの石原センター長よりご説明をお願いいたします。 

 

◇石原委員 

 それではリハビリテーション拠点事業２０２２年度の活動状況の報告をさせてい

ただきます。資料１を見ていただきますと、１ページ目に地域リハビリテーション拠

点事業の一覧があります。この内容としましては、講演会や啓発それぞれの事業があ

りますけれども、講演会につきましては、リハビリ関係者向け講演会、リハビリ関係

者向け研修会、市民向け講演会、市民向け研修会ということで分かれておりまして、

リハビリ関係者向け講演会に関しましては、第２４回研究大会と第２５回研究大会が

１０月３１日と３月１３日に行われています。WEB 開催です。それから、第１８回と

第１９回の摂食栄養サポート勉強会ですが、これが９月１２日と２月２４日に開催さ

れています。詳細に関しましては、次頁のほうに記載がありますので、まずは一覧と

いうことでご覧いただければと思います。リハビリ関係者向け研修会に関しましては、
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第３４回の地区勉強会、第３５回の地区勉強会が８月２日と１２月２日に行われてお

ります。介護職勉強会の動画配信が２月１日、介護職勉強会の WEB開催が１０月４日

と２月２８日に行われております。市民向けの講演会としましては、リハビリセンタ

ー講演会がリハビリセンター内で９月２９日に開催、リハビリセンター講演会動画配

信が１０月１日に行われております。市民向けの研修会につきましては、まちづくり

出前講座、清水山シニアクラブで６月１０日、高根東町会で７月２８日に行われてお

ります。啓発としましては、パンフレットとリーフレットを作成しておりますけれど

も、パンフレットに関しましては、毎年更新をしております。リーフレットは年２回

発行しております。刊行物としましては、リハビリセンターだよりを年４回 Vol33・

34・35・36の発行をしております。ホームページは随時更新しております。調査研究

としましては、通所リハ実態調査、回復期リハ病棟の実態調査を行っております。以

上が拠点事業の一覧の内容になります。 

次のページも細かく説明していきますと、時間が足りなくなるかなと思うんですけ

れども、第２４回の研究大会では、長崎にあります在宅支援リハビリテーションセン

ターのセンター長の松坂先生に来ていただきまして、「地域包括ケアを支える地域リ

ハビリテーション」という題名で、参加者１０２名で開催をさせていただきました。

ここにはないのですが、第２５回の研究大会が３月１３日に開催をされておりますけ

れども、詳細はありませんけれども、１２５名の参加者がありまして、ひまわりネッ

トワークで作っている地域リハニュースの内容を周知していただこうということで、

研究大会の項目として挙げてやっております。それから地区勉強会に関しましては、

第３４回・第３５回がありますけれども、第３４回は暴言・暴力がある方への向き合

い方を考えようということで、７月に行われております。それから第３５回は失語症

の患者さんの理解を深めようということで、勉強会を行っております。それぞれ参加

者９２名、７３名ということで、非常に有益でしたという評価がありました。 

それから、摂食栄養サポート勉強会になりますけれども、第１８回とここにはない

のですが、第１９回が開かれておりまして、９月１２日と今年の２月２４日に開催さ

れております。第１８回は、防ごう誤嚥、摂食嚥下障害の知識と嚥下食の作り方とい

うことで、WEB 開催で参加者９９名、それから第１９回のほうは、低栄養ということ

で、歯科医の先生、薬剤師さん、栄養士さんのほうから、低栄養に関するいろんな取

り組みについて、お話をさせていただいております。 
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次のページになりますけれども、介護職員向け勉強会に関しましては、ZOOM開催と

なっております。実際には介護職の場合には、やはり対面でやったほうが効果がある

のかなと思いながらも、なかなかそのような状況にありませんので、新しい取り組み

なのですけれども、リハビリ病院を中心にして、介護事業所６か所を ZOOMで結んで、

こんな動きをしたらいいですよというようなことを指導していくという取り組みで

した。これも３月２日に２回目もやっておりまして、最初は慣れなかったんですけれ

ども、だんだん慣れてきたということで、それなりの成果が上がったということを聞

いております。それから介護職員向け勉強会としましては、動画の配信をさせていた

だいて、皆さんに見ていただくという取り組みをしております。 

それから、普及啓発ですが、２０２２年度のパンフレットの作成は、オーラルフレ

イルということと、ここには載っていないんですけれども、「ご存じですか、脳卒中の

初期症状」という二つのリーフレットを作って発行しております。刊行物につきまし

ては、リハビリセンターだよりを発行しておりまして、今は２０００部印刷をしてい

るんですが、以前は４０００部を印刷して、町内の回覧で回していたということもあ

りますので、今後もまた町内会への回覧ができるといいなと思っております。簡単に

まとめさせていただきました。以上です。 

 

◆水間会長 

ありがとうございました。 

ただいま説明のありました、船橋市地域リハビリテーション拠点事業について、ご

意見・ご質問等ある方はいらっしゃいますか。 

よろしいでしょうか。ありがとうございました。 

それでは、次の議事に移ります。議事の２ 本市の一般介護予防事業ついて、健

康づくり課より説明をお願いします。 

 

◇健康づくり課長 

それでは報告事項の２番目、本市の一般介護予防事業について健康づくり課より

説明をさせていただきます。本日の資料の資料２から６が該当しますが、資料６を

先に説明させていただいて、次に資料２から資料５を説明させていただければと思

います。 

まず、資料６をご覧ください。船橋市健康スケールの回答データ等を用いたコホ
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ート分析の結果についてというものでございます。市では今年度高齢者の元気の状

況を測る、市が独自に開発した指標、健康スケールを活用し、ふなばしシルバーリ

ハビリ体操などの本市が実施する一般介護予防事業の事業評価及び市内２４コミュ

ニティごとの地区分析などを実施いたしました。令和元年度から行っている健康ス

ケールは６５・７０・７３・７５歳以上の人で、介護認定等の方を除いた方を対象

に、保健医療や介護福祉に従事する専門家の意見を取り入れた船橋市オリジナルの

質問票でございます。生活や運動に関する２２項目の質問に答えることで、年齢だ

けでは測れない体の状態を数値化することができ、これを元気度として示すこと

で、高齢者自身の生活や健康状態を振り返り、現在の体の状態を知ってもらうとと

もに、一般介護事業への参加につなげていくものです。健康スケールは令和元年度

から開始しておりまして、この資料の下段の表のところをご覧いただきたいのです

が、令和元年度の健康スケールのデータと介護保険情報３年分のデータを結び付け

て分析を行っております。資料６の裏面をご覧ください。下に棒グラフがあるんで

すけれども、ふなばしシルバーリハビリ体操に参加した人は、何の活動にも参加し

ていない人に比べ、要介護２以上の認定を受けるリスクが、参加回数に応じて３

９％から５３％減少するなどの効果が確認されました。また、趣味・ボランティア

活動を行っている人は３０％を超えるリスクが減少する効果も確認されておりま

す。こうしたことから、運動や趣味など多様な社会参加が促進される地域づくりが

介護予防に有効であることがわかりました。このほか、健康スケールによるリスク

調査や元気度評価などを地区・コミュニティ単位で検証することで、各地区で取る

べき対策や、解決に向けた手がかりも得られております。分析結果の詳細な内容に

ついては、市ホームページ上でも公開しておりますので、お時間があるときにご確

認いただければと思います。今日当日資料として配布させていただいております、

健康スケールの各年度の平均値という資料を合わせてご覧ください。全国的にも新

型コロナウイルス感染症の影響で、長期の自粛生活による高齢者のフレイルの進行

が危惧されているところでございますが、船橋市のほうでデータを取っている元気

度を、コロナ前とコロナ禍で比較した表となっております。元気度、コロナ前の令

和元年度は 109.1スマイルだったものが、令和２年度は 106.6まで落ちていまし

て、３年度は若干回復して、107.3スマイルとなっております。平均の１００を超え

ているので、そんなに大きな問題ではないとは思いますが、こうやって比較します
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と、令和元年度コロナ前から現在の令和３年度のところまでで、1.8 スマイルほど減

少しているのが実績としては表れております。市としては、コロナ禍で低下した元

気度を回復させていくことを目標に、今後高齢者のフレイス予防や健康寿命の延伸

に向けた取り組みをいっそう推進してまいりたいと考えております。資料６の説明

は以上となります。 

資料２にお戻りください。ここからは、健康づくり課で行っている各一般介護予

防事業の実施状況等の説明となりますが、健康づくり課においては、コロナ禍以

降、保健所として感染対策を中心とした職員体制をとっていたこともあり、事業を

所管する介護予防推進係が限られた人数で、所管業務を執行する必要があったた

め、令和２年度以降、本市の介護予防事業の一部事業を中止、縮小して実施してき

たところです。令和５年度より係の人員が回復するのに合わせて、市が実施するふ

なばしシルバーリハビリ体操教室や市民ヘルスミーティングについては、事業を段

階的にコロナ前の状態に戻していくとともに、足腰の衰えチェックについては、今

説明しました、コーホート分析の結果を踏まえて、事業内容の見直しを行っており

ます。それでは各事業について説明してまいります。 

足腰の衰えチェック事業についてです。足腰の衰えチェックは、高齢者に足腰の

衰え具合を自覚してもらい、運動機能が維持できるよう専門職がアドバイスを行う

事業でございます。現在市内２４地区のうち、１６モデル地区にお住まいの方で、

健康スケールの返送者のうち、６５歳、７０歳および７３歳以上の奇数年齢の方の

中から、足腰の衰えが見られる方を抽出して、利用券を送付しております。コロナ

禍においても、一定の利用者数は維持しているものの、利用率でみますと、やや低

迷しているところでございます。裏面にいきまして、②のところでちょっと触れて

いるのですけれども、今後の取り組みの方向性なんですけれども、今回行ったコホ

ート分析の事業評価を踏まえて、令和５年度はこの対象を拡大し、１６地区から市

内２４地区に対象エリアを拡大するとともに、奇数・偶数の年齢に関係なく、健康

スケールを返送いただいた方全員のなかから、足腰の衰えが見られるかたを抽出し

て、利用券を送付いたします。これにより、対象者は令和 4年度の 1.6万人から令

和５年度は約 4万人 に拡大することとなり、より多くの市民に対して、専門職か

ら日常生活におけるアドバイスを受ける機会を提供してまいりたいと考えておりま

す。 
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次に資料３、市民ヘルスミーティングでございます。市民ヘルスミーティング

は、市内各地区の健康および社会参加等の現状と、課題の解決に向けた取り組みを

考える機会となっております。元々市内の各２６公民館で年２回実施していたので

すが、コロナウイルス感染症の影響で、令和２年度以降事業を中止しているところ

でございます。令和５年度より、この事業は再開する予定でありまして、先に説明

したコホート分析の事業評価の地区分析の結果などを活用して、ヘルスミーティン

グを実施してまいりたいと考えております。 

続いて、資料４ ③ふなばしシルバーリハビリ体操推進事業でございます。市主

催の教室や、指導士主催の教室とも、開催数や参加者数の実績は、コロナの影響を

大きく受けた令和２年度と比べると、令和３年度、令和４年度は回復しております

が、コロナ前の令和元年度の実績までには戻っていない状況でございます。こちら

についても今回実施した事業評価の結果、ふなばしシルバーリハビリ体操教室に参

加した人が、要介護２以上の認定リスクを下げる効果が確認されたというところも

ありまして、現在、コロナ禍において各公民館で２か月に１回の実施となっている

教室を、令和５年度以降は毎月実施するというかたちに戻してまいります。さら

に、要介護２以上の認定リスクが、統計的に高い地区というのが分析結果で出てお

りますので、そこのエリアについては、さらに月１回実施回数を追加して、月２回

のペースで重点的に教室を開催していくことを現在検討しているところでございま

す。またこれに合わせて、回数を増やすためには指導士の人員も必要となりますの

で、コロナ禍に入って体操指導士の養成が充分にできていない状況でありますの

で、多くの指導士を養成できるよう体制を整えまいりたいと思います。 

 次に資料５、リハビリ職等派遣支援事業でございます。事業内容にもありますと

おり、住民団体等がリハ職等の派遣を希望し申請した場合に、その活動や研修会等

の内容を審査し、指導・助言を行う地域の理学療法士・作業療法士・言語聴覚士等

を派遣している事業でございます。実施状況にありますとおり、令和２年度３年度

は派遣件数０が続いておりました。令和４年度は、派遣団体数が３、派遣人数が５

と、少し回復はしてきているところでありますが、まだ十分に活用がされていない

というところもあります。裏面につきまして、９番、事業の見直しを行ったところ

なんですけれども、既存団体が１年間で１回の利用限度という制約があったんです

けれども、より多く活用していただくために２回に変更しております。また、専門
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職の登録が個人単位のみでありましたが、法人や事業所の登録を可というかたちに

しております。それから、周知方法なども、幅広くチラシを作って行っているとこ

ろで、利用者の拡大を図っているところであります。 

 健康づくり課から各事業についての説明は以上になります。 

 

◆水間会長 

ありがとうございました。ただいまの内容について、ご意見・ご質問等ある方はい

らっしゃいますか。 

それでは、議事の３と４、自立支援型介護予防ケアマネジメント事業、船橋在宅医

療ひまわりネットワーク地域リハ推進委員会の活動について地域包括ケア推進課よ

り説明をお願いします。 

 

◇地域包括ケア推進課 

地域包括ケア推進課の当事業を担当しております、松川と申します。資料７をご覧

ください。船橋市自立支援型介護予防ケアマネジメント事業について説明させていた

だきます。この事業については、これまでの当協議会の中でも説明させていただいて

おりますので、今年度の状況についてご説明申し上げます。自立支援型介護予防ケア

マネジメント事業は、自立支援地域ケア個別会議に相当する自立支援ケアマネジメン

ト検討会議と、リハビリテーション専門職の同行訪問事業の二つの事業形態より構成

されています。 

まずは初めに自立支援ケアマネジメント検討会議の活動状況についてご報告いた

します。今年の１月３１日までの実績になりますが、開催回数は今年度１９回となっ

ております。事例数は大概１回の開催にあたり、１～２事例を検討しておりますので、

現在のところ２９事例を検討しております。事例を提供した地域包括支援センターの

内訳はご覧のとおりですが、当初より地域包括支援センターの要支援等の事例を扱っ

てまいりましたが、昨年度の後半より、地域の居宅介護支援事業所の事例も検討して

おります。ここに記載があります、「居宅１」と書いてあります内容は、居宅介護支援

事業所からの事例の数字となります。また、下段にございますが、助言者として今年

度より看護師および主任ケアマネージャーを包括の職員から外部の市内職能団体に

依頼しております。さらに社会福祉協議会より生活支援コーディネーターのご参加も

いただいているところです。インフォーマル情報に関する助言も加え、より事例の自
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立支援に資する検討を行う体制を構築いたしました。 

次のページをご覧ください。各専門職の当事業への協力状況になります。理学療法

士・作業療法士・言語聴覚士は、表のとおり、病院・診療所・老人保健施設・デイケ

ア・訪問看護ステーションから、１５の機関から４５名の協力者、職能団体につきま

しては、下段になりますが、船橋薬剤師会やふなばし市訪問看護連絡協議会、千葉県

歯科衛生士会、船橋市栄養士会、船橋市介護支援専門員協議会、社会福祉協議会等か

らご覧の専門職の方々にご協力いただいております。当検討会議の実績状況等につい

ては、今回は時間の省略上、次ページをご参照いただければと思います。 

１４ページをご覧ください。もう一つの事業である、リハビリテーション専門職の

同行訪問事業について説明申し上げます。こちらの事業は、理学療法士・作業療法士・

言語聴覚士のいずれかの３職種がケアマネージャーからの依頼により同行し、助言を

行うものです。ページ中段の下のほうをご覧ください。１月までの実施件数ですが、

３５事例、訪問件数は３８回となっております。実績等詳細につきましては、次ペー

ジ以降の資料をご参照ください。また、当資料には記載しておりませんが、１月２０

日に理学療法士・作業療法士・言語聴覚士・薬剤師・看護師・歯科衛生士・管理栄養

士の専門職７名を講師に迎え、自立支援ケアマネジメントの研修会も開催しておりま

す。参加者は計９７名のご参加をいただきました。次年度におきましても、同事業を

継続し、地域包括支援センターはもとより、居宅介護支援事業所の利用拡大に向けて

事業展開し、介護予防ケアマネジメントの自立支援の強化を図ってまいります。自立

支援型介護予防ケアマネジメント事業の説明は以上となります。 

 

◆水間会長 

ありがとうございました。ただいまの内容について、ご意見・ご質問等ある方はい

らっしゃいますか。 

 それでは、在宅医療ひまわりネットワーク地域リハ推進委員会の報告を引き続きお

願いします。 

 

◇地域包括ケア推進課長 

 地域包括ケア推進課長でございます。資料８をご覧ください。 

 船橋在宅医療ひまわりネットワークのなかの委員会のひとつとして、地域リハ推進
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委員会がございます。令和４年度の委員会活動報告でございますが、コロナ禍でござ

いますので、ZOOM を活用して委員会を開催しております。１回目が令和 4 年 5 月 12

日、2回目が 7月 7日、3回目が 9月 8日、4 回目が 11月 10日、5回目が 1月 23日、

というかたちで年５回委員会を開催しております。この中で特に 4回目のところをご

覧いただければと思うのですが、11 月 10 日の中段の下でございますが、１班２班と

分けまして、さらに１班のなかを、A 班インフォーマル、B 班摂食・嚥下と分けまし

て、それぞれのテーマに沿ったブレイクアウトルームでの話し合いをさせていただい

ているところでございます。２班は地域リハニュースを作るための原稿案の作成等を

行っております。次のページにいきまして、第 5回目も同じように分かれまして、活

動を行ったほか、6.のその他のところですが、地域リハニュース Vol.5に向けた準備

ということで、12 月 19 日に臨時会を開催しております。以後、委員会の議事録を参

考までにつけさせていただいていますので、議論の中身は少々細かすぎますので、後

ほど参照していただければと思っております。報告は以上でございます。 

 

◆水間会長 

ありがとうございました。ただいまの内容について、ご意見・ご質問等はございま

すでしょうか。 

それでは、次の議事に入らせていただきます。 

議事５、船橋市における地域リハビリテーションの課題について、各委員よりおひ

とり３分程度で発表いただきたいと思います。 

まずは、最初に健康政策課が行い、そのあとは資料１０の１ページ目に記載してあ

る順番で発表いただきます。ご質問・ご意見等はすべての委員の発表後にお伺いしま

す。それでは、健康政策課からお願いします。 

 

◇健康政策課医療施設係長 

健康政策課においては、現在健康な人も身体機能や口腔機能などの低下を自分自身

の問題としてとらえられるようになることで、専門職だけでなく、地域住民も含めた

支援体制が作られるよう、市民全体に向けて啓発していく必要があると考えます。 

 そのために必要な取り組みとしまして、地域リハビリテーション拠点事業やひまわ

りネットワークでの取り組みや、市で行っている事業について、より多くの人に知っ

てもらうため、市民に対する講演会や、関係団体や市職員に向けた周知を強化する必
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要があると思います。 

 また健康政策課が協力できることとしましては、口腔保健支援事業や地域リハビリ

テーション拠点事業などにおいて、市民への周知を促進し、健康ポイント事業におい

ては、健康寿命の延伸を目標に、健康に関心のある人だけでなく、健康に無関心な人

や運動習慣のない人の健康づくりに取り組む動機付けとなるように事業を継続して

いきたいと思います。 

以上でございます。 

 

◆水間会長 

 ありがとうございました。次に健康づくり課、お願いします。 

 

◇健康づくり課長 

健康づくり課から説明をさせていただきます。ふなばしシルバーリハビリ体操事業

の体操指導士のなり手不足をコロナ禍の課題として挙げております。令和４年度に入

り徐々に体操教室に参加する人が増えてきているなかで、コロナ禍で事業中止が続い

ていたことから、それまでに関わっていただいた体操指導士が活動から疎遠な状態が

続いてしまっているところがあって、地区によっては体操指導士が不足してきている

ところがみられます。また、新たな体操指導士を、本来講習会を年６回くらいやって、

増やしていく計画ではあったんですけれども、こちらについてもコロナ禍で講習会が

ほとんど開催できていない状況です。新たな指導士の育成が進んでいないことも課題

として挙げられます。 

下の枠になりまして、そうした中体操指導士の募集について、様々なかたちで周知

をしたり、プログラム自体、カリキュラムの見直しも考えております。シルリハの実

施頻度については先ほど説明しましたが、本来各２６公民館等で月１回実施していた

ものでございます。現在は半分の頻度で行っております。令和５年度は元の状態に戻

して、シルリハの教室を開催してくことを予定しております。また、介護予防事業全

般のこととして、介護予防教室や通いの場など、市民に紹介できるサービスについて、

情報収集とか情報発信を充実していくというところになります。さきほどの説明で事

業評価のなかで、シルリハとか、趣味・ボランティア活動を行っている人は、何の活

動もしていない人に比べて、要介護になるリスクが低減するという結果が出ておりま

すので、そうした公民館等で実施しているサークル活動であったり、そういうところ
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に参加していく、そういった通いの場に参加していくことが、介護予防に有効である

と考えておりますので、そういった周知・情報発信の在り方について、市の地域包括

ケアシステムの推進本部に予防部会という会議体があるんですけれども、そこでいろ

いろ準備を進めているところでございます。 

 

◆水間会長  

 ありがとうございました。次に地域包括ケア推進課、お願いします。 

 

◇地域包括ケア推進課長 

地域包括ケア推進課は、船橋在宅医療ひまわりネットワークの事務局も兼ねており

ますので、併せてご報告申し上げます。まずは地域リハの課題でございますが、いろ

いろ書いてありますが、一番最後でございますね。５月のゴールデンウイーク明けに

５類相当にコロナが位置づけられる、いろいろ市民活動もさかんになってくるのかな

というのが予測されます。平成２６年から地域リハビリテーションの拠点として、リ

ハビリセンターを輝生会さんにやっていただいていますが、ここまでの活動のなかで、

いろいろなリハビリに関する普及啓発を行っていただいています。ただ、コロナウイ

ルスの関係で活動が落ちたことによって、その趣旨が損なわれている可能性が結構高

いかなと。今一度復活させなきゃいけないということが喫緊の課題かなと思っており

ます。そこにも書いてございますが、リハビリテーションの具体的な効果を市民に提

示するようなことが必要ではないかなと。あとは各事業者が思い思いにいろいろ地域

リハを展開されていると思いますが、実践例を頂戴できないかなというところを考え

ました。 

これに対する今後の必要な取り組みについては、まず地域リハビリテーションとい

うものの理解をより進めるために、例えばの話でございますが、地域福祉計画上に 

地域リハビリテーション活動指針等を位置付けるとか、当協議会において、船橋市の

目指す地域リハビリテーション体制、活動指針を策定するなど、新たな動きを作って

はどうかという提案でございます。それから、やはり地域リハビリテーションに参画

する事業者の活動内容の調査を行いまして、実践例として市民の方に提示するような、

各種メディアを用いた普及啓発というのも必要かなと思います。３番目としては、医

療機関や介護、福祉事業者の管理者等の皆様に対してリハビリテーションに関して今
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一度普及啓発を図る、専門職に対する普及啓発というのも必要かなと考えております。 

最後でございますが、船橋在宅医療ひまわりネットワークでは数年前に、いわゆる

学会に似たようなものですが、実践発表会と題しました１日に何十例も、各団体・各

事業所から実践発表をしてもらうというようなことをしました。意外と好評だったも

のですから、コロナが明けて次年度、令和５年度のどこかでそういったことをやって

みたいと思っております。あとは、いろいろな課題があるんでしょうが、ひまわりネ

ットワークの地域リハ推進委員会では、リハビリテーションに関する現場レベルの課

題対応といったことも検討することができますので、そういったことがあれば、地域

リハ推進委員会に持って帰って検討するということも可能であるということでござ

います。以上です。  

 

◆水間会長 

 ありがとうございました。次に船橋市医師会はご欠席ということですので、ごご覧

いただいてということでよろしいでしょうか。 

それでは次に、船橋歯科医師会のほうからよろしくお願いします。 

 

◇藤平委員 

船橋歯科医師会です。新型コロナウイルス感染症で、感染拡大を抑えるために医療

介護福祉、地域リハビリテーションの機能が低下してしまいました。また、歯科に関

する講演会や相談会やイベント等、市民に関わるものがほぼできない状況でした。そ

ういう時期が３年できてしまっています。今後必要な取り組みとして、新型コロナウ

イルス感染症がだいぶ落ち着いてきてはいますが、次の感染症、インフルエンザとか

鳥インフルエンザ等の感染症に備えて、いろいろ次世代のための対策のマニュアルを

作りたいと思っています。歯の欠損、義歯の不具合、口腔乾燥、摂食嚥下障害など、

いわゆるオーラルフレイルで栄養状態不良に陥ったりだとか、リハビリテーションが

うまく進まないと困るので、今後どのような施設においても歯科に関することを、歯

科医師や歯科衛生士が口腔内のチェックをしたり、リハビリ・介護等の相談を行って

いけるようにしたいと思います。 

歯科医師会としましては、歯、口腔の健康維持が、全身の健康のためにとても大事

であることと、そのために定期健診やメンテナンスが大事であることを、講演会や勉
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強会、広報誌、ホームページ等で周知を続けていきたいと思います。船橋市では、一

般の歯科医院では治療が難しい要介護高齢者や障害児者の治療を行っております、さ

ざんか特殊歯科診療所とかざぐるま特殊歯科診療所がございます。これを市民に広め

活用をしていただくようにしていきたいと思います。船橋市主催の今日のような会議

やひまわりネットワークに参加して、歯科医師会でできることがないか検討し、でき

るだけ協力をしていきたいと思っています。以上です。 

 

◆水間会長 

 ありがとうございました。次に船橋薬剤師会、お願いします。 

 

◇馬場委員 

船橋薬剤師会の馬場です。歯科医師会や医師会の文章にもあったように、コロナ禍

でだいぶ皆さん活動が鈍っていると思います。薬局では、高齢者の患者がとても多い

ので、地域包括ケアシステムや地域リハビリテーションを今まで高齢者中心に、取り

組んでいた気がします。今後は難病患者や障害者にも取り組んでいきたいと思います。 

２番目の団体に関わらず、船橋市において必要な取り組みについてですが、ここに

も書いてありますように、足腰の衰えチェックやふなばしシルバーリハビリ体操など

をぜひ積極的に活用してほしいと思っております。 

また、私は地域の盆踊りの実行委員をやっているのですけれども、去年も盆踊りを

実施しようと思っていました。ただ、船橋市のお祭りもなくなってしまったので、中

止にしました。今年は盆踊りをしたり、地区まつりをしたりして、なるべく高齢者の

方や障害者の方が外に出られる機会を増やしていければなと思います。団体に関わら

ないところでは、そのように思っております。 

最後になりますが、地域リハビリテーションのために協力できることについては、

やはり薬局には高齢者や障害者と障害者の家族の方などのご利用も多いので、３年間

のコロナ禍で閉じこもりがちだった高齢者・障害者の、足腰の衰えやロコモティブシ

ンドロームについて、お話したり啓蒙したりしていきたいと思っております。また、

先ほどお話にあった足腰の衰えチェックで、解決策として薬局にポスターを掲示と書

いてありましたので、ポスターやチラシなどでも協力していきたいと思います。以上

になります。 



16 

 

◆水間会長 

 ありがとうございます。次に千葉県理学療法士会からお願いします。 

 

◇草木委員  

今までいろんな団体さんから話があったように、理学療法士会でも地域リハの情

報が現場に充分に伝達されているとは感じづらく、参加している人が一部の理学療

法士のみになっているところが課題として考えられています。 

取り組みについては、情報をやはり広く伝達していくことで、専門職だけではなく

ポスター掲示等を病院等でもやっていければ、広く情報を共有できるかと思っており

ます。 

あと、協力できることに関しては、専門職と市の事業への協力体制で、出張活動・

訪問等もあると思うんですけれども、準備はできているんですけれども、我々専門職

としては、病院とか介護施設に所属して業務を行っているため、個人的には行きたい

なとか個人的には参加できるという方もたくさんいらっしゃるんですけれども、病院

や施設の管理者への周知を行政より図ってもらえると、いろんな活動への参加ができ

るのではないかと思っています。いろんな活動といいますと、シルバーリハビリ体操

等も回数を増やしてもいいじゃないかという意見も出ておりました。以上です。 

 

◆水間会長 

 ありがとうございました。それでは千葉県作業療法士会、お願いします。 

 

◇古城委員 

千葉県作業療法士会でまとめたものを書かせていただきました。１番の船橋市にお

ける地域リハビリテーションの課題についてです。ここ数年間のコロナ禍の影響によ

り他職種、他事業所の方々と関わる機会が減少しているように思います。しかし、こ

のような状況の中、研修や講演会は ZOOM 等オンラインで実施できているのはいいこ

とだとは思います。しかし、同じ人が参加することが多くて、若い職員の働き方の変

化に伴って、若い職員の研修会への参加が少ないように感じます。高齢者の地域リハ

ビリテーションに携わる作業療法士もまだ不足していると思いますが、言語聴覚士は
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さらに不足しているのではないかと思います。また、高齢者の地域リハビリテーショ

ンに比較して、障害福祉における地域リハビリテーションの推進が不十分なのではな

いかと感じております。障害福祉で働く当団体の会員も、医療・介護分野に比較し少

なく、情報がまだまだ不十分であると感じております。地域で暮らす介護保険対象外

の障害をもった成人であったり、小児の方をどのように支援していくか、というのが

課題の一つであると考えます。 

２番の今後の必要な取り組みに関しましては、他職種連携はもちろん重要であると

思いますが、それと並行して同職種の世代間交流も重要であると感じています。しか

し、委員会のほうも有志の集まりであり、地域のために活動していることもあるので、

何かしらの助成があると物品や講師依頼等に費用をかけられると思います。また、地

域で働くリハスタッフ不足はまだ否めない気がしますので、船橋市地域リハビリテー

ション協議会主体で、就職説明会などはいかがでしょうか、と挙げさせていただいて

いるのですが、どうしても転職活動をされる際に人材紹介会社とかそういったところ

を経由して来られる方が多くて、どうしても数十万から数百万の費用がかかる中で、

地域で営業している事業所で、どうしてもそこが賄いきれずにリハ職の採用が難しい

というところもありまして、今回提案させていただきました。 

３番の貴団体が船橋市の地域リハビリテーションの推進のために協力できること

については、勉強会・講演会・交流会等への作業療法士会の参加、千葉県作業療法士

会主催の研修会、講演会へリハ職種の方も参加していただく、勉強会や研修会の案内

を県士会員へ案内・周知する、ことができるのではないかと考えております。以上で

す。 

 

◆水間会長 

 ありがとうございました。それでは船橋市介護支援専門員協議会、お願いします。 

 

◇高橋委員 

船橋市介護支援専門員協議会、髙橋からご報告させていただきます。課題としては、

新型コロナ感染が長期化したことによって、病院や高齢者施設では感染対策として、

面会制限やカンファレンスなど、制限が継続したことを受けて、担当者会議の開催が

困難になってきておりました。本人の ADLや認知症の変化を見落としやすく、また他
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事業者との顔の見える関係というのが、できにくくなっていたと感じております。ま

た、歯科検診が義務化されることで、歯科との連携、ケアマネージャーの知識向上が

これから課題になってくるかなと感じております。 

今後の必要な取り組みに関しては、退院支援等カンファレンスや専門職との研修や

家屋調査など、今までのそのような経験をケアマネージャーが活かして、BCP の観点

から、地域で情報を共有していくことの必要性を感じております。また、オーラルフ

レイル、高齢者にとって口腔内の健康が全身の健康に影響することが知られています。

そのようなことから、歯科医師・歯科衛生士との連携を今後考えていきたいと思いま

す。 

今後の協力としては、コロナ関係でケアマネジャーの研修が WEBでできるようにな

ってきております。当初は全くパソコンに慣れていないケアマネージャーもいまして、

なかなか WEB研修が難しかった時期もあったんですけれども、最近はうまく WEB研修

でケアマネージャーが受けられるようになってきておりますので、今後も顔が見える

関係性が築けるように、研修会・事例検討会など様々な研修に積極的に参加、会員や

地域のケアマネージャーに周知できるように協力していきたいと思います。以上です。 

 

 

◆水間会長 

 ありがとうございました。次に船橋市老人保健施設協会、お願いします。 

 

◇長明委員 

船橋市老人保健施設協会の長明です。よろしくお願いします。まず１番におきまし

て、市内での施設間でのネットワークによる情報共有、また連携の強化、地域住民に

向けた交流や活動といったところでの介護予防事業への参加も、以前に比べて周知だ

ったりとか、参加者数も増えてきていると思うんですけれども、やはり実際に現場で

働いている職員と地域との間での温度差といいますか、認知というところがまだ差が

なかなか埋まっていないのかなっていうところを日々実感しております。あとは、専

門職からの視点での評価と利用者様のニーズとの擦り合わせについて、事業所毎のす

み分け、そういったところの必要性というところも求められるのかなと思います。 

それに対して、地域交流というところで、実際にいろんなかたちで進んではいると
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は思うんですけれども、コロナが５類になるということで緩和に向けて、地域交流の

場所の確保だったり、機会の提供だったりもそうなんですが、提供したところの周知

の仕方をどういった風にしていくか、というところも今後必要かなと思います。各事

業所が地域ごとに、老健は老健協会とか、事業所ごとではなくて、病院、福祉施設だ

ったりとか、横だけでなくて縦の連携といったところだったり、交流というのも今後

必要かなと思っております。 

３番についても、似たような内容にはなるんですけれども、やはり地域住民に向け

た理解・認知を促進していくというところでは、継続的な活動、自分たちとしてもい

ろんな方に認知症カフェなどでの交流をしていただく。実際に施設の中に足を運んで

いただく、外だけ見ているだけではなく、具体的にどういった施設だったり、どうい

った活動をしているかというのが、なかなか目に見えない部分もあるので、実際に足

を運んでいただいて、中の状況だったり、実際に職員と話して、現状やっている内容

を地域住民に知っていただくというのも必要かと思うので、今後自分たちとしてもそ

ういった活動ができればなと思います。以上です。 

 

◆水間会長 

 ありがとうございました。次に船橋市老人福祉施設協議会、お願いします。 

 

◇石神委員 

船橋市老人福祉施設協議会、石神です。よろしくお願いします。 

１番課題についてですが、我々社会福祉法人は、地域における公益的な取り組みが

責務化されておりまして、コロナ禍前は各施設において、例えば認知症カフェであっ

たり、シルバーリハビリ体操などの教室を開催して、地域の方が参加できるような取

り組みなどを行ってきましたが、コロナウイルスの影響によりまして、そういった活

動がほとんど停止状態になっている施設が多くあるということが、課題でございます、 

２番について、今後必要な取り組みについてですが、令和 5年度コロナウイルスの

取り扱いが見直されることとなっており、世の中の動向を注視しながら、地域に対す

る取り組みを進めていきたいと思っております。１例ですけれども、当法人において、

高齢化率の高い、また買い物難民の多い大穴地区におきまして、地域ケア会議の皆さ

んと協力をして、4 月から買い物支援のバスを提供する予定でございます。高齢者の



20 

方々が住み慣れた地域で、いつまでも暮らしていけるように、地域に対する公益的な

取り組みを進めてまいりたいと思っております。また、ほかの法人さんや施設さんに

おきましても、コロナの状況を見ながら、令和５年度においては、再開をしていこう

という動きがあるところでございます。 

３番、地域リハの推進のために協力できることについて、各種勉強会・研修会の開

催情報の告知協力、またコロナ禍前は、介護職員向けの研修会などで、場所の提供な

ども協力させていただいておりましたが、そういったことも復活できるのではないか

と思っております。各種勉強会・研修会の会場や物品の提供・貸与、また講師の派遣

などの協力もできると思います。以上でございます。 

 

◆水間会長 

 ありがとうございました。次にソーシャルワーカー連絡協議会、お願いします。 

 

◇半沢委員 

ソーシャルワーカー連絡協議会です。１番の地域リハビリテーションの課題につい

てです。船橋市内の慢性期病院のほうに、入院のリハビリの提供がなくて、リハビリ

の希望がある場合には、他の市の慢性期病院へ急性期病院からの転院相談をしている

状況があります。あと、若年者、65歳未満の介護保険対象外になってしまうような方

への医療のリハビリテーションが終わったあと、地域 での生活のリハビリテーショ

ンといったところの資源の乏しさがあるなと考えられております。在宅の介護の現場

と、医療リハビリとの認識のギャップが少しあるかなというところを感じております。

あと、生活期リハビリの概念について、まだまだ市民への情報提供というところで、

浸透が不十分になっているようなところが考えられるかなと思います。 

２番の今後の必要な取り組みについてというところなんですけれども、１番で挙げ

させていただいたところに関連してくるんですけれども、ニーズに対応する資源の充

足というところがあればいいかなとは思っております。あと疾患別の取り組みという

ところなんですけれども、障害別の対応というところで、ケアの仕方などを共有する

というところ、現場とリハビリテーションの専門家と共有ができればいいのかなと思

っております。あと、専門職同士の現状を共有するという場づくり、コロナ禍でなか

なかそういった場が取れないというところもあるんですけれども、そういったところ
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を提供していければなと思います。あとは、市民へのリハビリテーションの啓発です

けれども、情報共有・情報提供が必要かなと思っております。 

３番についてなんですけれども、在宅の担当と現場で課題を共有するというところ

で、なかなかコロナ禍でできなくなってしまっていたカンファレンスなども再開して、

あとは事業者と一緒に勉強会をすることを再開することによって、その人らしい人生

を支援できる地域包括システムの一端を協議会のほうでも担えたらと思います。以上

です。 

 

◆水間会長 

 ありがとうございました。次にリハビリセンター、お願いします。 

 

◇江尻副センター長 

 江尻から報告させていただきます。①ですけれども、３つ挙げさせていただいてお

ります。地域包括ケア推進がどこまで進んでいるか分からない、関係者でも共通認識

が持てていない。もしかしたら船橋市さんでしっかりあるかもしれないんですけれど

も、それが関係者でのなかでも共有できていないということが課題かなと思っており

ます。また、障害児者支援に携わる者が少ない、また、ネットワークが築けていない。

これは、ひまわりネットワークの地域リハ推進委員会のなかで、班活動で出てきた話

題なんですけれども、実際に提供している方もネットワークが築けていないという感

覚でいらっしゃいます。３番目ですが、看護・介護・リハ分野の人材不足、これはも

う専門職に限らず、ドライバーさんも含めてでございますけれども、デイサービス連

絡会さん、通所リハ連絡会さんも人材不足を常に課題として挙げられていますので、

ここをなんとかしないといけないと思っております。 

 ２番のところですけれども、地域包括ケア進捗状況の見える化を図れればと思いま

す。それから、②については、障害児者支援に関わる方々の学びの場の提供、ネット

ワークが構築できるような場の提供が必要かと思います。それから、人材不足のとこ

ろについては、県立高校改革において、豊富高校に福祉コースが設置され、外部機関

との連携を推進するコンソーシアムを設置するというふうにお聞きしております。学

校の先生の中にも「福祉=介護」という狭い理解の方も多くいると伺っております。船

橋で育つ人材に、船橋の魅力を感じてもらうべく、連携を図ってはどうか、と思って
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おります。 

 協力できることですけれども、①については、ひまわりネットワーク地域リハ推進

委員会を活用し、地域包括ケア推進課と協力し、他市の推進状況との比較検討するな

ど、見える化に努めてまいることはできるかと思います。②につきまして、ひまわり

ネットワーク地域リハ推進委員会を活用して、療育支援課さん等への協力の在り方を

検討することができると思います。豊富高校との連携の在り方について、一緒に検討

できると良いと思います。また、高校生と接する機会が持てるのであれば、リハビリ

センターとしては、講師派遣等行うことができるかと思います。以上です。 

 

◆水間会長 

 ありがとうございます。最後に船橋市立リハビリテーション病院についてですが、

リハビリテーション病院においては、地域リハビリテーションにかかわる活動と、患

者さんと直接関わる活動での課題があります。これは、看護・介護スタッフの人材確

保がかなり厳しい、ここ数年そういう状況が続いているということが大きい課題にな

っています。それに関連しては、２の対策項目が出ました。 

私どもの診療活動であともう一つの課題と感じているのは、小児領域に対する取り

組みであります。現在も障害児を外来等で診療は行っておりますけれども、介護する

側も親の高齢化等々の問題もあり、ご本人たちも寿命は延びてきて、在宅の障害者が

増えてきますので、医療的ケア児も含めて対応することについて、充実させていきた

いという考えを持っております。 

地域活動に関しては、船橋市リハビリセンターと一緒に活動をしておりまして、こ

こには書きませんでしたけれども、今年度は特に病院長を中心に、地域包括ケアの推

進に力を入れ、職員の参加を増やしていこうということで、取り組みをしています。

数値目標を出して、できるだけ会議で職員の地域活動への参加を推進しているところ

でございます。 

 

◆水間会長 

それでは１４の発表が終わりました。 

今まで発表・報告いただいた内容につきまして、ご意見やご質問、または課題解決

に向けて各団体で令和５年度に重点的な取組・目標として掲げられるものや、今後の

取組についての現時点でのお考えなどがあれば、お聞かせいただきたいと思います。

意見交換の時間をとりたいと思いますが、どちらのご報告に対してのご質問でも結構
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でございますが、いかがでしょうか。 

 

◆水間会長 

 それでは私のほうから。先ほどリハビリセンターからもあったんですけれども、

地域包括ケアの推進に関して、どこまで進んでいるのかという課題を挙げていまし

て、地域包括ケア推進課の方にお聞きするのでいいかと思いますが、2025年までに

目標があって推進していると思いますが、一つの区切りとして、その辺何かありま

したらお願いします。 

 

◇斎藤課長 

 ご質問ありがとうございます。仰るとおり、2025年が一定の目安として、そこま

でに地域包括ケアシステムを作るべき資源やネットワークというものを構築すると

いうことになっております。現在、船橋市の場合、例えば住まいにおいては、住ま

いるサポートふなばしというかたちで、居住支援のツールをもっております。健康

づくりに関しましては、やはり介護予防を兼ねてシルバーリハビリ体操、あるいは

その指導士会ということで、市民のなかにネットワークができている。生活支援に

おいては、生活支援コーディネーターの配置というのはどこの団体でもやられてい

ると思うんですけれども、船橋市の場合はやはり、活用する資源というものが圧倒

的に少ないということは否めない。いわゆるインフォーマルサービスというものが

あまりない市ではございます。それを各コミュニティで作っていくために、生活支

援コーディネーターさんがいろいろ時間をかけて、今取り組んでいるというような

状況。ただ、これもコロナで特に市民の活動というのは制限されてしまったので、

せっかく立ち上がったものがつぶれてしまったというような状況も聞いておりま

す。介護や医療のサービスというのは制度上のものではございますけれども、これ

に関しては国がどうこう言う前に、ふなばし在宅ひまわりネットワークを作って、

医療・介護関係者が集えるプラットホームを作っておりますので、一応そういった

土台に関しては船橋市はすべてそろっている状況。ただ、残念なことにそれが、絶

対数として 2025年の需要に対応できるかという観点においては、需要がどこまで伸

びるかという予測も難しいなかで、各事業者さんが赤字をかかえてまで資源を増や

すというのは、ちょっとこれはナンセンスな話ですので、そのときの介護需要に応
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じて皆さまには頑張っていただいている状況かなと。もう一つ言わせていただくと

やはり、船橋市に一番足りないのはインフォーマルサービス、これをどう作ってい

くかということと、それを活用するケアマネージャーさんたちの協力が必要なもの

ですから、そこのところのネットワーク化というのがやはり当面の課題かなと認識

しております。実は、令和５年度は新しい介護保険事業計画の策定年でございます

ので、その策定をする中で、いろいろな指標を作って計画に盛り込みたいなという

ふうには考えております。以上です。 

 

◆水間会長 

 ありがとうございます。ネットワークはできていて、２年間でできる限りインフ

ォーマルサービスを含めて充実していこうというところでしょう。 

 その他ございますでしょうか。 

 

◇江尻副センター長 

理学療法士会の草木さんにご質問させてください。発表のなかに、各種事業を行

ったときに、現場のスタッフまで情報が伝わってこない現状があるとお聞きしまし

たが、リハビリセンターも拠点事業を行うときに、今行っている情報の伝達手段

が、ホームページに掲載するということと医療機関の代表に FAXをすること、また

介護保険事業所に FAX をすること、それくらいしかできることがないのですが、ど

ういう手段で伝わったら現場スタッフまで行くのかというアドバイスがあればいた

だきたい。 

 

◇草木委員 

所属長とか施設でいってしまうと、例えばですけれども、病院とか施設の担当者

が決まっていたら、担当者に直に FAX、誰々様、江尻様というかたちで FAXが届くと

よいかと。どこどこ病院のリハビリ担当者御中とかで回ってくると、意外と情報自

体が止まっていて、こんなのもあったんだみたいな、誰が見るべきものなのか明確

にならないということもあって、我々のところもそうですけれども、時々こんなの

があったんだというのが、ほかの書類と一緒に混ざっていて、確認できなかったと

いうのはあると思うんですよね。各施設等の担当者がわかると、そこに直接連絡が
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いけば、今よりは現場に落ちやすい環境にあるのかなと思います。 

 

◇江尻副センター長 

ありがとうございます。こちらからもうワンアクションして、担当者を教えてく

ださいというアクションをしたうえで、発信することが有効かもしれないですね。 

 

◇草木委員 

 そうですね。 

 

◇石原委員 

ということは、まだネットワークはできていないということなんですかね。 

 

◇草木委員 

おそらく、ひまわりネットワーク等に参加している人というのも理学療法士の数

からするとごく一部になってきているので、参加している人のところで情報が止ま

ることのほうが多いのかなと。ひまわりネットワークが立ち上がったときに参加し

た人が経験を積んでいっているわけで、じゃあ新しくそこに参加している人が今ど

れだけいるのかというのが現状の課題だと思っています。 

 

◇石原委員 

それは重要な話ですよね。いかに広げていくかということを考えたときに、今い

ろいろな会合があっても、だいたい顔見知りですねみたいになっているわけですよ

ね。今まで地区勉強会をやったときに、新しく今日その会に参加した人は何パーセ

ントくらいいるかというと、半分くらいですね、100人いたときに 50 人くらいが今

日初めて参加しましたという人がいたんですけれども、コロナ禍でＷＥＢ開催にな

るとハードルがすごく高くなって、結局真剣な人しか残らない状況なんじゃないか

と。できるだけ対面の会が開かれるほうがいいことだと思いますし、やっぱりネッ

トワーク化をどうやって進めるか、みなそれぞれ考えたほうが良い。理学療法士会

はおそらくメーリングリストがあるんだろうと思うんですけれども、なければそう

いうのを作りながら、１回で皆さんに伝達できるようなものがあればよいのかもし
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れないし、そういう取り組みというのも、協議会でやってもいいかもしれないです

ね。丁寧に広げる活動もすごく大事なのかなという気がしています。 

 

◆水間会長 

先ほど参加しづらいということで、行政からの働きかけをという話がありました

が、何か具体的にありますでしょうか。 

 

◇草木委員 

コロナ禍だと理学療法士会でやっているのは、例えば草木参加してほしいと来て

いても、理学療法士会では場長または施設長の許可を得てくださいというようなか

たちで、参加募集のところに入れているので、そうなってくると意外と場長や施設

長、院長に確認して許可を得るというのがひとつハードル、手間になっているの

で、こういうのをやりますという情報がそこに直に行っていると、参加しやすいの

かなと思っております。そういった声があるというのが現状かなと思います。 

 

◆水間会長 

 ご検討いただいてもよろしいでしょうか。 

 その他はございますか。 

 

◇江尻副センター長 

 １点だけよろしいでしょうか。船橋市リハビリセンターから提案させていただい

た、教育機関との連携というのは実現可能なものなのか、難しい話なのか、という

のを船橋市にお伺いしたいのですけれども、いかがでしょうか。 

 

◇斎藤課長 

 豊富高校に福祉コースというのが設立されて、高校を卒業して進路的にどうかと

いうのはありますけれども、地域包括ケア推進課の事業として、介護人材の無料職

業紹介所をやっているという観点からすると、高校の進路指導の先生とかとあらか

じめ関係性を構築しておいてというのは、いろいろな各種専門学校との関係性と同

じことでございますので、それは教育委員会を通じていろいろ情報収集をしてか
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ら、関係性を構築していけるのであれば、我々としても介護人材がほしいので、そ

ういった意味では豊富高校さんではどういう取り組みをされるのかということを知

ることから始めてみたいなとは思います。以上です。 

 

◆水間会長 

よろしいでしょうか。その他特にないようでしたら、意見交換は終わりにさせてい

ただきます。ありがとうございました。 

今後は、船橋市の地域リハビリテーションの現状や具体的な目標などについて整理

していく必要があるかと思いますけれども、令和５年度におきましては、今回皆さま

からいただいた課題や必要な取り組みについて、今話し合いましたように、各団体や

地域リハビリテーション拠点事業、ひまわりネットワーク地域リハ推進委員会、市役

所の各担当課においても共有していただき、引き続き取り組みを実施いただくという

ことでよろしいでしょうか。 

予定していた議事は以上でありますが、他に、委員から報告・連絡事項等はござい

ますか。 

それでは、次回の協議会について、事務局から説明をお願います。 

 

◆事務局 

みなさま本日はご多忙のところお集まりいただきありがとうございました。 

次回協議会に向けまして、１点委員の皆さまにお願いさせていただきたいことがご

ざいます。今回皆様に挙げていただいた課題を受けまして、各団体の令和５年度の目

標または重点的な取り組みについて、この協議会後にアンケートというかたちで必要

に応じて取らせていただきたいと考えております。アンケートを取らせていただいた

際には、皆様に情報共有させていただく予定ですので、ご協力の程、宜しくお願い申

し上げます。 

続きまして、次回の協議会の開催日時でございますが、令和６年１～３月頃を予定

しております。また委員の改選もございますので、詳細につきましては、あらためて

ご案内させていただきます。 

 また、本日の議事内容について事務局で議事録を作成し、皆様にお送りさせてい

ただきます。大変お手数ではございますが、お手元に届きましたら、議事内容につい

てご確認いただきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。事務局か

らは以上となります。 
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◆水間会長 

それでは、これをもちまして、本日の協議会を終了します。 

ありがとうございました。 


